教育委員会　第12回　定例委員会
開催日：令和2年4月15日
時　間：15：30～16：00
記　録：木村　佐江子
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。


【2月各領域研修】
院内研修　　　「行動制限(実技)」　3/11、12実施　　講師：金谷Ｎｓ
参加率：23.9％（28.2％）
　　　　　　　　　感想：行動制限のポイントを改めて確認出来て良かった。実技でポイントなどを説明してくれたので分かりやすかった。きちんと覚えて手伝えるようにしておきたい。隔離解除を行うためのもの。普段は行動制限を実施する事は無いが、行動制限を行われている患者様への対応などを学ぶ事が出来た。
　　　　　　　　　反省：出席率の低下 

【３月各領域研修】
院内研修　　「退院・地域生活への支援について」
3/25、30 実施　　講師：藤原ＳＧＭ
参加率：27.2％（28.0％）
　　　　　　　　　感想：多職種連携が一番重要だと思った。今一度退院支援について考える事が出来た。一口に退院支援と言っても多岐にわたるのですね。認知症高齢者の退院支援の理解が深まった。退院に向けた病棟スタッフの協力体制がわかりました。退院支援は看護技術であると言われているように看護師としての技量や経験が必要だと思いました。「家族とつながろうとする意識」という言葉が印象的であった。
　　　　　　　　　反省：2日目の準備の段階で、PCの立ち上げに時間がかかる事が
あったが研修開始時間には問題なく準備が出来た。

苑内研修　　「認知症高齢者のケア・アセスメントの重要性」
3/17、18実施　　講師：河原Ｃｗ
参加率：52％（54％）
　　　　　　　　　感想：グループワークでは他グループの考え(ケアの方法)他者の意見も聞けてよかった。認知症ケアに正解は無いのでよく観察しながらケアにあたり。それぞれの認知症の特徴を分かり易くまとめてあり再確認できた。実際の症例があり分かり易かったです。グループワークだと他者の意見も聞く事ができたので勉強になりました。
　　　　　　　　　反省：出席率の低下

みさわ研修　「事故対策」　3/23、27実施　　　講師：長濱ＳＧＭ
　参加率：82％
　　　　　　　　　感想：2人1組でのグループワークを実施、イラストを見てインシデント・アクシデントを予測。人それぞれ視点が違う為、多くの意見が飛び交い面白い研修となった。介護者側が常に危機管理意識を持つことで、事故は未然に防ぐことができるので業務中は危険がどこに潜んでいるのか考えながら利用者様と関わっていきたい。もし、事故が起きた時は原因が何か（自分の身体状況はどうだったのか）を考え事故後の利用者の状態を観察し他職種と連携していきたい。
　　　　　　　　　反省：なし


【検討事項】
・2020年度　法人研修、各領域研修に関して
　4月、5月法人研修→ビデオ撮影を行い、各領域でビデオ研修を行う。
　　　　　　　　　　　（ビデオ研修の開催方法については、検討中）
　　　　　　　　　　　講師にテスト問題を作成依頼する→解答することで出席とする
　5月からの各領域研修→開催方法について検討中のため、5月予定している講師に依頼する。

・2020年度　特別講演について→講師については検討中

・2019年度　委員会事業報告

